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はじめに 
  

本報告書は、東京外かく環状道路（関越～東名）（以下、東京外環）のうち、本線トンネル（南行）東

名北工事の施工中にその直上で発生した地表面陥没および陥没後に発見された空洞について、その発生

メカニズムの特定や再発防止に関して計 7 回開催された「東京外環トンネル施工等検討委員会 有識者

委員会」での検討内容をとりまとめたものである。本委員会では、地盤調査やシールドトンネル工事の

施工記録等に基づく、陥没や空洞形成に至る複数の要因分析、メカニズムの特定、また、今後このよう

な事象が発生しないようにするための再発防止対策等について、トンネル工学、地質・水文学、地盤工

学、施工法を専門とする委員各位のそれぞれの見地から中立的な立場で議論、検討を行い、今回一定の

結論を得たものである。 

東京外環の本線トンネルは、市街化された地域の大深度地下を国内最大級のシールド機で延長約 16

㎞を掘削して構築するものである。基本的に締固まった良好な地盤条件であるが、介在層を有する粘性

土層や砂質土層、および、粘性土と砂質土からなる互層など、多種多様な地盤条件下での工事となる。 

今回の陥没や空洞形成は、礫が卓越して介在する細粒分が極めて少ない砂層が掘削断面にあり、単一

の流動化しやすい砂層が地表付近まで続くという、東京外環全線の中で特殊な地盤条件となる区間にお

いて、チャンバー内の良好な塑性流動性・止水性の確保が困難となり、カッターが回転不能になる事象

（閉塞）が発生し、これを解除するために行った特別な作業に起因するシールドトンネルの施工が要因

であると推定された。また、結果として土砂の取込みが過剰に生じていたと推定され、施工に課題があ

った。 

大断面泥土圧シールドにおいては、切羽の安定性確保に細心の注意を払うことはもちろんのこと、得

られる施工データを適切に評価することが重要であり、危険な予兆が確認された場合は、適切に対処す

ることが求められる。 

今回、様々な重要な教訓が得られたが、今後の都市部での安全なシールドトンネル工事の参考となる

ことを切に願う。 
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